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議文内容の要旨

光合成細菌ロドスピリノレム・ルプノレムから待られるクロ 7 トホアには、 NADH酸化系に次の二種

如、すなわち NADHの電子を光合成環状屯子伝達系へ送りこむ系、および分子状酸素によって NA

DHを般化する電子伝達系 (いわゆる、 Rま索呼吸系)が存在することが知られている.吏にクロマト

ホアには二舵類のNADH脱水素酵素、すなわち NADHーへム蛋白質般化還元都紫と NADHー

キノン聞を化還元静素が結合して存本することが既に知られている(1、2)。 この報告では般素呼吸系

における NADH脱水素両手紫の機能、およびクロ 7 トホア股に結合したチトクローム B、チトクロー

ム cc'のcoとの反応性について検討した。NADH へム蛋白質般化還元酵素が作用する酸素呼吸

系には、チトクローム Bとユピキノンー10が含まれており、しかも、この系がNADHによる酸素呼

吸系において主要な役割りをもっていることが分った。一方、NADHーキノン般化還元博素(単離

した酵素標品がNA D.Hによるユビキノン 10の還元を触媒する理由により命名)によって触媒され

る呼吸系にはキノンは関係していないことも分った。しかも上記の二磁の呼吸系酵素のいずれにもリ

ン酸化反応が共役Lていることが、クロマトホアへ両醇紫精製標品を添加した り、また、両酵素に対

する精製抗体を用いた実験結果にょっと明らかになった。さらに、クロマトホア膜に結合しているチ

トクローム Bの一部、および、チトクローム ccの一部は、それぞれ還元型でcoと結合することが

分尤尤学的に確認された。したがって、これらのチトクロームが末端酸化酵素と Lて働〈可能性が考

えられる。しかし、その般化活性は可成り低い。

強文の審査結果の要旨

光合成細菌の一種ロドスピリノレム・ノレプノレ自の菌体から、既に、2種のNADH脱水素酵素、すなわ
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ちNADH:へム蛋白質酸化還元酵素(enzyme-H)およびNADH:キノン酸化還元酵素 (enzyme-

Q)、が純粋に精製されていた。一方、菌体内粒子クロマトホアを取り出すと、クロマトホアは NAD

H脱水素活性をしめす けれども この活性がどのような酵素によってしめされているかは不明であ

った。西本行男君は enzyme-Hとenzyme-Qを純化し、それらの純化酵素を兎に注射することによっ

て、両酵素に対する抗血清を作った。 enz1yme-Hとenzyme-Qに対するものをそれぞれ antis.erum-H

とantiserum-Qとよぶ。これら 2種の抗血清を用いて下記の事柄を明確にした。

1 ) enzyme-Hとenzyme-Qのいずれもがクロマトホア膜に結合して存在し、結合enzyme-HはNA

DHによる結合チトクローム Bの還元を触媒するのじ対し、結合 enzyme-Qは添加酸化還元色素(2.6

-ヂクロロフェノールインドフェノール:DCPl)の還元を触媒する。

2 )チトクローム B還元系は光合成環状電子伝達系に連結しているのに対し、色素還元系は独立して

存在する。

3 )クロマトホアによる NADH→O2活性は enzyme-Hとenzyme四 Qの関与する異なる酵素系によ

って触媒される。いずれの系による NADH酸化もリン酸化を共役することができる。

更に、西本行男君はクロマトホア結合チトクローム Bとチトクローム cc'のいずれも末端酸化酵素と

して{乍用しないことを明らかにした。

以上の西本行男君の研究はクロマトホア膜の電子伝達系の作用メカニズムに関し重要な知見を与え

たものであり、理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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